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異文化共存と開発

岡本真佐子

はじめに

経済格差は人々の問に、地域間に、そ して国家間に緊張や摩擦を生 じさせる原因になると漠

然 と考えられている。漠然 と、というのは、各国の経済力やその格差を明 らかにするために行

』われる数値計算 と
、異なった集団間の緊張関係はもともと質の違 う問題なのだけれ ども、その

割には経済成長の必要を説 く場合に 「国際社会の平和共存」 といったスローガンが掲げ られ、

それな りに好意的に受入れられているように思われるからだ。異文化間の平和的共存を目標 と

して経済開発が行われることに異議を唱える人はいないと思うが、両者を短絡的に結びつける

ことは危険で、かえって 「平和共存」の実現から遠ざかって しまう場合もある。近代化理論の

一環 としての発展理論等の中で、経済格差の問題は異文化間の関係と具体的に関連づけて論 じ

られることがほ とん どなかった(あ るいは余りに単純に結び付けられた)た めに、経済格差の

解消 と異文化間の摩擦の解消は別個の課題 とされるか、または一方が解消すれば他方もそれに

引き続いて自然 と解消に向かうと考えられてきた。 しかし、70年 代末からの 「エスニシティ」

研究が次第に明らかにしてきたように、今日経済成長が著 しい地域では、文化の問題 と階級(階

層)の 問題 とは多 くの場合重なりあって現れて くる。現在の世界各地の状況をみても、経済開

発が積極的に行われ数値の上では成長をとげているような地域で、かえって異文化間の緊張や

摩擦が高まり、紛争にさえ進展 している。経済開発を実施するプロセスの中に、このような異

文化間の共存を困難にさせる面が内包されているということは十分に考えられるだろう。ここ

で一般論 としての経済開発の性格を論 じることはできないが、ある地域的文脈のなかで現在進

め られている開発計画が、 どのような点でそこに存在する諸文化ない しそれらの関係に影響を

及ぼ しているのかを、まず探ってみようと思う。以下ではスリランカで行われているマハヴェ

リ河開発計画を事例 としてとりあげる。
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1.マ ハ ヴ ェ リ河 開 発 と 「水」

スリランカのほぼ中央部、コ トマレ丘陵に発するマハヴェリ河はスリランカ最長(全 長207

マイル)、流域面積 も国内最大を誇 り(25500平 方キロメー トル)、その流れは山間をゆったり

とカーヴをきりながら島の北東部沿岸の トリンコマ レでベンガル湾に流れ込む。マハヴェリ河

は他の川 と区別 してマハヴェリ ・ガンガと呼ばれるが、この 「ガンガ」 とはイン ドのガンジス

河に由来する名称で、古 くイン ドの大文明にまでさかのぼる伝統を人々に彷彿 とさせる。

このマハヴェリ河の総合開発計画は、スリラソカの国を挙げての一大総合開発計画で、計画

の期間の長さ、計画に含まれるプロジェク トの規模 と多様さ、人々の生活に及ぼす広範囲の影

響の どれをとっても、スリランカにおける開発の中心をなしており、そのために膨大な資金や

資源だけではな く政治的、文化的諸力が一切合切動員されてきたという点でも、大 きな特徴を

もつ。開発計画そのものが経済成長を目的 とする経済的行為であっても、 どの計画をどのよう

に実践するかが政治的選択であるという意味では、すべての開発計画は政治的なものといえる

し、また計画の遂行には どのような局面においても文化的な解釈が作用するのだという意味で

は、あらゆる開発に伴って文化的な力が働 くということはできる。 しかし、マハヴェリ開発に

ついて とりわけその傾向を強調するのは、この計画が進められる過程で付随的に生 じてきた事

情が、もともとは開発 と直接関係のないレベルで進行 していた文化的なダイナミズムと連動 し、

その勢いが増幅されるような形で新 しい状況が形成されていったと考えられるからである。 し

ば しば開発ナショナ リズム という観点から、開発計画を利用 した政治的力の発動 という利用的

・操作的な面が強調されるが、スリランカにおいてはこの動 きは先の文化的ダイナミズム と時

には矛盾 し、時には相補的に作用 しあいながら、社会全体を巻 き込むようなひとつの主張を作

り上げてい く。

マハヴェリ河開発計画はこのように、スリランカの近代の歴史、とりわけイギリスの植民地

支配からの独立以降の社会の歩みのなかにしっかりと根を張っている。それがこの国の異文化

間関係の中にどう埋め込まれてきたのか、また現在その関係に対 してどう作用 しているのかに

ついての概略を描 くことを本稿での目標 としたい。そのためにはこの国の地理的状況、そ して

マハヴェリ河開発において特に重要なメタファーとして現れて くる 「水」をめ ぐる文化的背景

について簡単に触れておくことが必要だろう。

スリランカはイン ド大陸の南端からわずかに東側の、イン ド洋に浮かぶ一粒の雫のような形

をした小さな島である。島の面積は約6万6千 平方キロメー トルで、これは北海道の約8割 に

あたる。島全体が北緯10度 以南に入 り熱帯に属 してはいるが、島の中は土地の高低差や雨量の

多寡から、少 し移動すると気温から景色から全 く異なってしまい、実に変化に富んでいる。島

のほぼ中央部、やや南寄 りが高地になっており、この高地にある都市キャンディは、およそ2
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千年続いた旧キャンディ王国の首都 として現在でもス リランカの人々の精神的核 をな している。

またイギリスの植民地支配下にある間に、この丘陵地帯の斜面 を利用 して紅茶のプランテーシ

ョンが積極的に行われたため、そのプラソテーシ ョン労働者としてイン ドから連れてこられた

イン ドタミールの人々がこのあたりには今でも多 く住んでいる。ス リランカには一年に2回 モ

ンスーンの季節があり、11月 から3月 にかけてのモンスーンはほぼ島全体にわたって雨を降ら

せるのに対 して5月 から9月 のモンスーソは島の南西部に しか雨をもたらさない。そのため国

土の約4分 の1に あたる南西部の湿潤地帯(ウ ェットゾーン)を 除 くと、年1回 のモンスーン

期以外はほ とんど雨が降らないという乾燥地帯(ド ライゾーン)が 広がっている 〔図1〕 。中

央高地 と沿岸部の気温差 もそうだが、湿潤地帯 と乾燥地帯の移 り変わ りも急激で、車で移動 し

ているとまるで線でも引いてあるかのようにいきな り景色が変化する。 日本で季節にせよ何に

せよ微妙な移ろいに慣れているせいか、この極端さは特に強 く印象に残 り、気候や景色に限 ら

ずこの社会ではなにかにつけてこの極端 さがものごとの基調にあるように感 じられる。また、

さらにこの国についての印象を付け加えるならば、多様性 と流動性 ということになるだろうか。

たとえば民族をとりあげても、小さな国土の中に現在およそ1700万 人の人々が住み、その うち

シンハラ人が約74%、 タミール人が18%を 占め、その他にムス リムや、 ヨーロッパ人 との混血

であるバーガー、少数民族のヴェッダな どがいる。このような民族の多様性はまた、宗教や言

語の多様性でもある。シンハラ人は主にシンハラ語を話 し仏教徒が多 く、タミール人はタミー

ル語を母語 としておりヒン ドゥー教徒が多い。宗教的にはこのほかイスラーム教やキリス ト教

があり、言語 としては英語を母語とする集団もある。

植民地時代に形成された一部エ リー ト層には英語 と母

語のバイリンガルもいるが、数 としては非常に少数で、

シンハラ語 とタミール語は異なった系統の言語に属す

るために両者の問では直接に意思の疎通は難 しい。こ

のためスリランカでは言語の多様性が遠心的に作用 し、

国家 としてのまとまりを困難にさせる一因になってい

るしかしこのモザイク的な国のなかで人口の移動は比

較的激 しく、それがこの国に変化を常態 とさせる一因

ともなっている。先に触れた、プランテーションのた

めのイン ドタミールの人々の移住 もそうだが、土地不

足から新たな耕地を求めて北部や東部に入植する人 々

が多 く、さらに近年になって都市が発展 してくると農

村から都市へ と絶えず人々が引 きつけられてくる。変

化、多様性、流動性、これ らはスリランカの魅力的な

特徴を作 り上げている一方で、深刻な困難を生む土台

総

、

中間地帯

乾燥地帯

湿潤地帯

図1
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ともなっているといえるだろう。

農業を基幹産業 とする国にとって水が重要であることは言 うをまたないが、農業を営む人々

にとって農業が単に生活の糧を得るためだけのものではなく、生のあらゆる領域を巻 き込むも

のであるように、スリランカにおいては、水は人々の生活世界に深 く意味の根をおろしている。

水は 「心身を清める」が、これは実際に汚れを清めると同時にけがれを祓うという 「浄め」の

意味で もある。水にあるとされるこうしたけがれを祓 う力は、人々に不運や苦難をもたらす悪

を滅するはた らきにも通 じると考えられ、病気治 しの儀礼などにおいても 「聖なる水」が登場

する。水が生命を育み、実 りをもたらすことか ら生命や豊かさの象徴 となり、新たなはじまり

を象徴的に表す際にも水が用いられる。また水をもた らす者、雨を降 らせる者 としての神、あ

るいは王 という結びつきは広 く深層の意識 として共有されており、水が聖なるものであるがゆ

えにそれをもたらす者もまた聖なる力を有するものだ と考えられて きた。1)

人々が水に対 して抱いているこのようなイメージは、状況の変化に伴って拡大 した り作 りな

おされた りしながら、水は多様で重層的な意味を運ぶメタファー としてフォークロアや日常の

語 りなど至る所に顔を出す。永い年月にわたって積み重な り編み上げられてきた意味は、人々

が新たな状況に直面 したときにそれを受け とめる緩衝材になるだけではなく、それらの状況を

意味の流れを逆上 って伝統の懐へと結びつけるように作用することもある。マハヴェリ河開発

計画を経済的用語や数値で説明するときにどうして も皮相な印象を受けるのは、この国での

「水」のもつ意味の広がりと深さゆえであ り、それは単なるメタファーをこえて宗教や支配の

正当性 と繋がって現実 という位相に姿を現 して くる。この開発計画が進むにつれて現れてきた

困難は、計画が人 々の意味の網の目に埋め込まれるに従って、計画そのものの枠をこえて広が

っていった意味やイメージの連鎖に深 く関わってお り、計画の内容自体に発 しているわけでは

ない。ただ、開発を実施するというのは紙の上での線引きに終わるものではないのだか ら、多

かれ少なかれいつも文化の介在する意味の広が りという裾野を伴って しか、現実 という領野に

は立ち現れえないものだろう。

開発下の生活 一 システムHの 現在 一

1964年 から国連開発機関(UNDP/FAO)に よってフィージビリティースタディ(開 発

の実施可能性をはかる調査)が 行われた結果、1968年 正式にマハヴェリ河開発計画(マ スター

プラン)が スター トした。マハヴェリ河はスリランカ国内では最長で水量 も豊富 とはいうもの ・

の、それほどの大河ではない。そこでこの河の流れをポルゴラ、ヴィク トリア、モラガハカン

ダの3地 点で変え、 トンネルや水路を通 してその水を引き、島の中央部か ら北部、さらに東部

にかけての乾燥地帯(お よそ150万 工一カー)を 灌概 しようというのが、この開発計画である

。2)ス リラソカでは紀元前3世 紀にはすでに、溜池をつ くり水路を引いて農業が行われていた

という記録がある。乾燥気候であるために古 くか ら発達 したこの小規模灌概は、13世 紀ごろま
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ッ トマネージャーへ と繋がるが、これ らの職には中央

か ら任命された人々が就いている。

システムHは70年 代からすでに移住や再定住の始め

られた古いシステムなので、居住区(セ トルメン ト)

における移住 ・再定住者の家、店や集会所や教会の建

築など基本的整備段階はすでに終わってお り、一見 し

た ところ普通の町 と変わらない と思えるほ どに整iった

様相を見せている。プロジェク トマネージャーの話で

は、現在のシステムレベルでの重要課題は、より多 く

の水の確保 と水路のメソテナンスだ という。システム

Hか らはるか南のポルゴラで流れを変えられたマハヴ

ェリ河の水は、 トソネルや水路を経て、システムHの

でには気候の変化や溜池に発生する蚊が媒介するマラリアが原因で下火になり、乾燥地帯は19

世紀に入って植民が行われるようになるまで組織的な土地利用は行われなかった。今で も溜池

や水路は乾燥地帯の各地にかな り残っていて、マハヴェリ河開発計画の一部 として膨大な数の

大小の水路を引 く際には、これらが再利用されることもある。古 くか らの土台があった とはい

えこのマスタープラソはダムや貯水池、水路や発電設備の建築な ど12の巨大プロジェク トを30

年かけて実施 していこうというもので、技術水準の裏打ちがなく資金調達の確たるあて もない

段階でのこの30年 に及ぶ大規模開発 というのはほ とん ど無謀に近い観がある。

今回訪れたシステムHと いう地域について、この開発計画の中で実施されている事業の、複

雑で広範にわたる人々の生活 との関わ りを素描 してみようと思う。マスタープランではマハヴ

ェリ河の水路を変更 して引いた水によって13地 域を灌概することになっており、それぞれがシ

ステムAか らシステムMと 名付けられている 〔図2〕。システムHは アヌラーダプーラのやや

南側に三角形の形に広がる、マハヴェリ河開発計画最初の下流開発地域である。コロソボを出

発 してキャンディに向かう道の途中で左に折れて北上 してい くと、やがて景色が一変 して低木

がまば らに生える一帯 とな り、 ドライゾーンに入ったことが分かる。幅は狭いけれ ども整備さ

れた道路が続き、出発 して4時 間もするとシステムHの エリアに入っていた。システム と都市

を結ぶ道路建設もマハヴェリ開発の一環 としてプログラムに入っており、 これは各システム内

の農産物を最:寄りのマーケッ トに運ぶ ときに非常に重要な役割を果た している。システム内の

行政組織は、移住や再定住、耕地の割 り振 り、水量調節か ら水路のメンテナソスまで、すべて

を取 り仕切る役所があ り、プロジェク トマネージャーが統括する。システムHは8つ のブロッ

クに分け られてお り、各ブ ロ ックは さ らに2～5個 の ε6幾

、
ユ ニ ッ トか ら構成 され る。3)指 示系統 は プロジ ェク ト

マネ}ジ ャーか らプ ロ・クマネー ジャー・そ してユ ニ 、 一一K/

JL

、、
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、、
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東端近 くにあるカラウェワ貯水池に入って くる。一旦ここに蓄えられた水はシステムHの 北の

縁を平行に走る2本 の水路 と、南の縁を通る1本 の、計3本 の主要水路に分割されてシステム

内に送 られ、それぞれの主要水路から枝状に延びる下位水路によって全ての灌概地に供給され

ることになる。最 も下位の水路になると非常に細 く、草に覆われて見逃 しそうになるところも

あるが、いずれにせよすべての水路の長さを総計すれば相当な距離になり、メンテナンスがい

かに大変な作業かが推 しはか られる。またカラウェワ貯水池の広大さを目の当た りにすると、

い くら乾燥期 とはいってもその水が足 りなくなるとは想像 しがたいほどなのだが、近年 とりわ

け乾燥期に商品作物を栽培する農民が増えているために、水の供給を増やしてほ しいとの陳情

があ とを絶たないという。システムHに まわしてもらうマハヴェリ河の水量については、他の

システム との兼ね合いもあって希望 どおりにはいかない。

システムHに は3つ のセ トルメン トがつ くられており、 もともとこの地域に住んでいた人々

でセ トルメソ トに再定住 した人々、ヴィク トリアダムやポルゴラダムの建設に伴う水没で家を

失って移住 してきた人々、そのほか耕地不足のために他地域から移動 してきた人々が住んでい

る。畑はセ トルメソ トのまわ りに区分けされて広がり、それぞれが農民に割当てられるので、

人によっては畑が家か ら遠 く離れている場合 もある。祖父の代からこの土地に住み、開発で一

時は立ち退いたが開発後に再定住 した という農民のひとりは、家から歩いて10分程度のところ

に畑をもってお り、開発後は水が安定的に得 られるようになったので、祖父や父の代に比べれ

ば米の生産 に関するかぎり状況は非常によくなったと話す。農業を行 う上での現時点での問題

は、システムマネージャーも話 していたように、乾燥期の商品作物作 りに必要な水が不足する

ことだと彼も指摘する。また農民のほ とん どは商品作物をマーケッ トまで運ぶ手段がないので、

アヌラーダプーラなどマーケッ トのある街からやって くる仲買人に作物を売っているが、たい

ていはひどく買いたたかれるという。マーケットでの商品価格に関する情報不足もまた農民の

間では大きな問題にな りつつある。このような農民およそ一千世帯をとりまとめているのがユ

ニッ トマネージャーで、彼の業務は土地をめぐる争いの調停から栽培作物やマーケッ トに関す

る知識普及、コミュニティの集会を組織するなど多岐にわたる。集会や地域活動は、その推進

主体をコミュニティメソバーに次第に委譲 していくようにしているが、ユニッ トマネージャー

を通 して様 々な情報が系統だてて農民に伝えられる組織がかなりしっか りとできあがっている。

この組織は、逆 に辿ってい くとブロックマネージャーおよびシステムマネージャーを通 して中

央の政府に繋がってい くのである。マハヴェリ河の水の流れとともに、政府を中心 とする開発

の戦略、そ してそのための組織系統がシステムの隅々にまで浸透 してきているという印象を受

ける。

システムHは マハヴェリ河開発計画の下流開発において常にモデルとされている。1992年9

月末時点で約3万1千 人強の農民が定住 し、そのうち2万4千 人が他地域から移住 してきた人

々である。4)定住率が非常に高 く、灌概が効率 よく実施されたことで、農業生産が非常に向上
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し、その結果システム内の住民の活動が一層活発化 しただけでな く、システムを取 り囲むよう

にい くつかの小さな町が形成されてきており、地域全体の活性化の核 としての役割を果たすよ

うになってきている。このようにシステム内のみで考えれば現段階でかな りの成功を納めてい

るといってよいだろうが、システムHの 開発をス リランカ社会全体 と関連づけてみた ときには、

問題点もまたうかがえる。一つは土地不足で、移住 してきた一家族に子供が3人 も4人 もあっ

た場合、割当られた土地だけでは子供に分配することができない。水の配分が厳密に決め られ

ている灌概農地では勝手に土地を切 り開 くというわけにもいかず、土地不足は年々深刻になる

とともに居住者間の争いのタネ となっている。また、システムがまだ形成途上にあった ときに

建築や道路敷設に人手が必要なために他の地域から若者を積極的に集めてお り、基本的な建設

段階が終わった今、これ らの労働定住老(worker-settler)を どうするかが問題 となっている

。5)さ らに、セ トルメン トが次第に町 としての活況を呈 して くると、商売を 目的 とする人々と

ともに土地を持たない農民もまたセ トルメン トに入 りこんできており、先の労働定住者 ととも

に問題を一層難 しくしている。現在の ところ解決策があるわけではなく、そのために自分の土

地を持たない若者や外部か らの参入者は、職 もな くこれ といってすることもなく、セ トルメン

トに近いマーケッ トのある都市に移動 した り、またさらに遠いコロソボなどまで職を求めて出

てい く。こうしてセ トルメン トは多 くのルンペン的存在を生み出しており、それが社会の潜在

的流動性を形成 しているのである。

こういった開発の進展にともなう潜在的な困難がシステムHに おいて今のところ表面化 して

いないのは、このエリアの入植者が95%以 上シンハラ人であるといった幸運な条件が作用 して

いるとも言える。6)実際、島の東寄 りにあるシステムBな どは今回訪問を希望 しても危険だか

らといって止め られた ぐらい緊迫 した状況だった。開発のプロセスから生み出されて くる状況

が同 じものであっても、そこから生 じる困難は地域 ごとの固有の条件によって異なる。そのよ

うな困難が生 じる原因を明らかにするには、その地域 自体を含めて、開発計画全体が置かれて

いたコンテクス トを参照する必要があるだろう。時期を少 し逆上ってその状況を追ってみたい。

マスタープラン実施の社会的背景

スリランカがイギリスの植民地支配下に置かれたのは1818年 、それに先立って島の中央高地

を中心 として存続 していた王国が廃絶された。イギリスによる支配は現在にいたるまで政治 ・

経済 ・社会のいたるところに色濃 く影響を残 してお り、とりわけイギ リスに代表される西洋へ

のアンヴィバ レン トな意識は、英語 とプランテーションに対する人々の受け止めかたにはっき

りと表れている。たとえば英語は行政を預かるエ リー ト階層や都市の中産階級を中心に用いら

れ、スリラソカ全体の人口からすれば英語 と母語のバイリンガル(な い しトリリンガル)の 割

合はまだまだ低いとはいうものの、教育機会や職を得るな ど社会的に極めて重要な局面では英

語がものをいう。 日本でもある程度バイ リンガルやマルチ リンガルが重宝されることには変わ
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りないが、だからといって日本語 しか話せない者が見下されるという状況にはない。スリラン

カでは英語を話せるか どうかが社会的、心理的階層をはっきりと分けており、それが用いられ

る人数や範囲とは比較にならないほ ど大きな意味 と重みをもっている。そ して英語を用いてい

る人々自身、その重要性がわかって必死に身につけたのではあるけれ ども、その一方で、母語

に代表されるような自分の国の伝統 とは何なのかを繰 り返 し自問することになる。また、植民

地の遺産 としてのプランテーション農業は、被支配の記憶のなかでもとりわけ醜い局面 として

理解されている。私的なコーヒーのプランテーションとして始まった ものがやがて植民地政府

によって運営されるようにな り、紅茶、ココナ ッッ、香辛料な どの生産が軌道に乗 りだす と、

このプランテーシ ョンが国家経済を支える主要な経済活動になると同時に、この国は世界経済

の中に組み込まれていった。農民たちはそれまで慣習的に農地を無登記で利用 していたのだが、

プランテーシ ョンによってそれらの土地は政府管轄下に入れ られることになった。さらに、プ

ランテーシ ョン労働はイン ドから連れてこられたタミール人労働者に独占的に任されたために、

プランテーションは、その土地の農民にはほとんど恩恵がないばか りでな く、逆に彼 らの生活

の基盤を脅かすという結果を招いていた。 しか しス リランカ人一般が皆経済的恩恵から除外さ

れていたわけではな く、プラソテーシ ョンによる経済活動の活発化によって財を蓄えた人々、

および英語を話 し植民地行政を一部担 うことによって勢力を増 してきた人々は、次第に新興エ

リー ト階層を作 り上げるようになっていた。新興エリー ト階層の出現は、それまでにも漠然 と

した区別は可能であったシソハラ人の二つのカテゴリーを明確化させた点で意義深い。7)新興

エリー ト階層をなすのは主に 「低地シンハ ラ」でシンハラ人人口の約6割 を占め、都市に住み

教育程度が相対的に高い。一方の 「高地シンハラ」(キ ャソデ ィアン ・シンハラ)は 婚姻規制

がはっきりしてお り、それ とわかる方言を話 し、乾燥地帯の農村を地盤 としている。プラソテー

ションの恩恵はこのうち専 ら 「低地シンハラ」の人々にもたらされ、「高地シンハラ」を筆頭

としてプランテーシ ョンによって生活を圧迫された人々の反感は、「低地シンハラ」ならびに

労働を独 占しているイン ドタミールの人々に向けられていく。1948年 にスリラソカがイギリス

連邦の自治領 「セイロソ」 として一応の独立を勝ちとるまでの間、スリランカの国家としての

まとまりを作 りだすべ く主導的役割を果たしたのは、のちに国民党を結成 した勢力だったが、

この勢力は新興エリー ト階層に支えられて、いわば 「低地シンハラ」の利益を代表する集団で

あった。従ってこの新興政治集団が推進 しようとする政策に抗 して、まずその植民地政府寄 り

の政策を基調 とする国家建設運動から離脱 していったのは 「高地シンハラ」人たちであ り、次

にイン ドタミールが続いた。 しか し独立を達成 し、以後国家を運営 してい く時、 とりわけまだ

国家建設が軌道にのっていない不安定な時期に、このような国内の足並みの乱れは大 きな混乱

をもたらす。どこかに求心性を求めねばな らないという事情、さらには急激な増加の一途をた

どる人口と土地不足に至急に対処 しなければならないという状況の中で、政府は土地政策を通

してまとまりのあるアイデソティティーを作 り上げていこうとする。すなわち政府の土地を農
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民に払い下げてい く際にその対象は 「セイロン人」に限 られるとし、次の ような 「セイロン人」

の定義が付与されているのである。「セイロン人 とはシンハラ人、セイロンタミール、バーガー、

セイロソムーア、セイロンマ レー、そ してセイロンに居住するヨーロッパ人を指す」。8)明 ら

かに 「セイロン人」か らイソ ドタミールだけが除外されている。政府は植民地時代から引き継

がれているプランテーションを基盤 とする経済構造を、国の経済を支える意味でも、また自分

たち新興エ リー ト階層にとってそれが利益の源泉であるという点からも温存 していこうとして

いたが、プランテーションに対する農民の反感は無視することができず、結局、経済的仕組み

は温存 しなが らもその経済活動の担い手は 「セイロン人」でなければならないとする、ややす

り替え的な議論が行われている。そ して世界大恐慌以来、その余波をかって低迷 している経済

と、そこか ら生まれる諸問題の元凶 として、人々の不満の矛先がイン ドタミールに向 くように

されている。こうして矛盾を内包 しなが らも求心的に 「セイロン人」を作 り上げていこうとい

う努力がなされていた とき、マハヴェリ河開発計画はスター トしたのである。

マスタープランが30年 に及ぶ長大な計画であることは先に触れたが、 この計画は外国からの

資金援助不足や国内の経済状況の悪化によって遅々として進まず、1970年 から77年の間に最初

のプロジェク トの第一段階(ポ ルゴラでのマハヴェリ河水路変更)が ようやく完成にこぎつけ

たにすぎなかった。独立か ら1977年 までの間にスリラソカの人 口はおよそ2倍 にも膨れ上がっ

てお り、土地や食料は不足する一方であるのに、開発の方は期待される効果がほとんどあがら

ず、結局は西洋の技術主導型の開発に対する反発 と、利益を独占するエリー トたちに代表され

るような資本主義的メンタリテ ィへの反感をあおることになっていた。 このように、マスター

プランの行き詰まりは単に開発計画が予定 どおり進まないという技術的資金的問題にとどまら

ず、国民党を中心 とする政府指導者が取 り組んでいた、「セイロン人」の創造を頓挫させるこ

とになった。「セイロン人」の創造は、新たなアイデンティティーを模索する一種のナショナ

リズム といえるだろうが、こち らの動きが行 き詰まりをみせているとき、他方では独立以前か

ら続いてきていた別のナシ ョナ リズムがその勢いを一層増 しつつあった。 これはシソハラ仏教

ナシ ョナ リズム と呼ばれてお り、仏陀の教えを忠実に守 り仏教の基本に立ち戻ろうとするプロ

テスタン ト的仏教を基調 とする運動である。アナガリカ ・ダルマパーラ(1864～1933)を 創始

者としてこの運動が始められたのは、ス リランカがまだイギリスの植民地支配下にあった時期

で、民族主義的色彩の濃いこの運動はその後連綿 として続 き、スリランカ独立の気運を高める

のにも大 きく貢献 していた。9)マ スタープランが実施されている時期の仏教ナショナリズム運

動は、シンハラ語で教育を受け農村に基盤をお く人々、プランテーシ ョン農業などの資本主義

的活動による経済的恩恵か ら除外されていた人々に支えられ、運動の矛先を西洋的価値観や生

活様式、資本主義的メンタリティL一、そしてそれらの担い手であり支え手である植民地エリー

トやイン ドタミールに向けている。仏教ナショナリズムはシンハラ語 と仏教を運動の核 として

「シソハラ人意識」を高めようとしてはいるが、一方で西洋的価値観やメソタリティーの担い
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手であるシンハラ人エ リー ト階層をも敵にまわ してお り、この時点では運動の中に階級闘争に

つなが り得る要素もまだ残 されていた。 しか し実際にはこの運動は、やがて民族間闘争へ とか

たちを変えてい くことになる。一方には、国家の発展には西洋型の経済が不可欠 として開発を

進めつつ、その担い手 として 「セイロン人」を創っていこうとする流れが、他方には伝統的価

値への回帰を目指す仏教ナシ ョナリズムがあ り、この二つの流れは開発計画を媒介 とする恰好

で次第に絡み合い、両者ともに変容 しながら、異民族の対立を煽る ドグマへ と収敏 していくの

である。

2.マ ハヴ ェリ河 開発加速化計画

1977年 の選挙の結果ジャヤワルデナ政権が誕生すると、マハヴェリ河開発は新たな段階を迎

える。牛の歩みほどに しか進まず経済効果をほ とん ど生み出さなかったマスタープランを見直

し、即効性のある開発を行 うよう計画の練 り直 しが行われ、その結果マハヴェリ河開発加速化

計画(AcceleratedMahaweliDevelopmentProgram)が 発表された。加速化計画はマスター

プラソでは30年 かけて行うことになっていたプロジェク トを6年 間で完成させようというもの

で、 このあま りに極端な短縮のされかたにまたもや驚かされるのだが、実際には連続的に行わ

れる予定だったものを同時平行的に進めようということで、当面開発対象 とされるプロジェク

トも大幅に削減されることになった。加速化 というよりは規模縮小化 という方が正確かもしれ

ない。10)し かし重要なのは どう縮小されたのか、何が切 り捨てられたのかということであ り、

この加速化計画には、単に資金的条件や経済的効果な どの計算ではわ り切れない、政府側の別

の姿勢、戦略 といってもいいものが伺える。

当初12あ ったプロジェク トのうち5つ(ヴ ィク トリアダム総合開発、コ トマレ水力発電計画、

ランデニガラ開発、マ ドゥル川貯水池開発、モラガハカンダ開発)が 選ばれており、 これらの

開発により灌概を実施するシステムはA,B,C,Dそ してHだ けということになった。〔図

2参 照〕 これらのシステムが位置 しているところを一見すれば分かるように、島の中央部から

東寄 りにかけてが重点的に開発対象とな り、た とえばJ,K,Lな どの北部のシステムは事前

調査では水路建設が可能だ との結果が出ているにもかかわらず対象外 とされた。11)この結果北

部一帯はかなり広い範囲にわたって当面開発からは除外されることになった。

この地理的な選択がどういう意味を持つかには少 し説明が必要だろう。スリラソカにおいて

民族の地域的分布が今 日ほど明確な形を とるようになったのは近年のことである。スリランカ

にはイソ ド南部からの人 々の移住の波が何度があ り、はるか昔に島に渡ってきたこのスリラン

カタミールの人々はおおよそ島の北部から東部沿岸にかけて住み着いた。 これ らの人々はタ

ミール人 といっても出自はばらばらで、ひ とまとまりのアイデンティティーをもっていたわけ

ではなく、北部や東部に住む人 々が相対的に多い とはいえ、コロンボなどの都市や南西部の低
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地、中央高地にも広 く分布 してシンハラ人たちの間で農業や商業を営んでいた。植民地支配下

でプラソテーシ ョソ労働者 として連れてこられたイソ ドタミールの人々とも一線を画 しており、

独立直後にイン ドタミールが土地所有に関する権利を認め られず、政府に抵抗 した折にも、そ

の運動を積極的に支援することはしていない。 ところが、イン ドタミールだけを除外 した 「セ

イロン人」としてのアイデンティティーづ くりが行き詰まり、シンハラ仏教ナショナ リズムが

「シンハ ラ語」と 「仏教」を旗印として勢いを増 してきたために、ス リランカタミールは徐々

にイソ ドタミールとともに排斥の対象となってい く。植民地経済の恩恵か ら除外されていた と

いう点ではスリランカタミールも仏教ナシ ョナリズムの担い手たち と共通するところがあった

のだが、言語 と宗教が運動の核 とされていたために、彼らにはその運動に参画する余地が残さ

れていなかった。 こうしてスリランカタミールたちは 「シンハラ人仏教徒」に対する 「タミー

ル人 ヒン ドゥー教徒」 としてイン ドタミールたち とアイデンティティーを一部共有するように

なり、次第に島の北部や東部沿岸地帯へ と活動の拠点を移 してい くことになるのである。

このような経緯をふまえて加速化計画の開発対象地域を見るならば、それがタミール人の多

く住む地域を意図的に除外 していることはあま りにも明らかだろう。加速化計画のスター ト段

階でこのように開発対象地域を限定 したことがそれ以降の民族の明確な棲み分けの下地 となり、

以後加速化計画が進むに従 って乾燥地帯のシンハラ化は一層顕著になってい く。乾燥地帯の灌

概地への移動が激 しかったのは南西部の低地にいた農民であったが、この低地は急激な人口増

加によって農地不足が特に深刻になっていた。 これらの農民の移動に加えて、政府は農民以外

のシンハラ人の入植地入 りを積極的に推進 している。また、ダムや貯水池の建設によって立ち

退いた農民のうち、新たな灌概地に定住 した人 々の割合は統計で見るかぎりシンハラ人の割合

がかなり高い。12)ピーブルズの報告によれば1985年 末の時点で、システムB,C,G,Hの 入

植家族数は全部で約5万 家族、そのうちシンハラ人以外は約2300家 族にすぎない。13)結局乾燥

地帯の民族比率はシンハラ人が圧倒的に高いという結果になってお り、1985年 に政府が 「灌溜i

により耕作可能にならた土地は入植 した民族の比率に応 じて分配する」 と決定 したことによっ

て、ほとんどの灌概農地はシソハラ人に分配されることになった。14)開発以前に乾燥地帯に土

地をもっていたタミール人の中には、灌概後に耕地が割り当てられなかった者もあ り、このよ

うな入植をタミール人が 「シンハラ人によるタミール人の土地の征服」 と感 じたのも無理か ら

ぬ部分 もある。

いずれにせよ、マハヴェリ河開発加速化計画は1977年 の開始以降、海外からの資金援助や技

術協力を挺子にかなりの速度で進められてい く。 コ トマレ開発では貯水池およびダム建設に続

いて トソネル水路の建設が行われ、その完成は1983年 であった。また加速化の中でも大きなプ

ロジェク トであったヴィク トリア総合開発は1984年 にヴィク トリアダムが完成 し、引き続いて

発電所や トソネル建設、流域開発が進められている。いずれのプロジェク トにおいて も、まず

ダムや貯水池、水路の建設が最初に行われる。それによって利用可能になった水をもとに下流
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域の灌概を行 うのだが、加速化計画は非常に短い期間でこの両方の段階を完成させようとする

ために、上流の開発 と下流の開発のタイミングを合わせるのが極めて難 しい。上流の大規模開

発は4箇 所でほぼ同時に開始されており、ダムや水路建設による住民の立ち退きは待ったな し

で進む。それに対 して耕作可能な土地が準備できるのは時期的にかな り遅 くなるため、その間

人々は、例えば紅茶の栽培などの慣れない仕事を行 うか、あるいは整備途上の灌概農地でなん

とか農業を行 うかしなければならない。加速化計画で移住や再定住の対象とされていたのはお

よそ11万家族の農民で、 このうち1988年 の段階で再定住が完了したのは、約5万6千 家族だけ

であった。15)定住 していない人々の中には、一旦は灌概地に移住 したが水がないために農業が

できず、また移動 した者、80年 代に入って激化 した民族間の紛争のために定住地から立ち退か

ざるをえなくなった者 もあるが、いずれにしてもマスタープラン実施以来の社会的流動性がさ

らに急速に高まったことは確かである。こうした社会的不安定は80年代にはいって、対立や抗

争 というかたちで表面化 して くる。頻発する抗争、とりわけ1983年7月 の大規模な暴動(シ ン

ハラ人によるタミール人虐殺)な どの経緯を見れば分かるように、この頃になると不満や緊張

はシンハラ人 とタミール人の間の民族抗争 という明確なかたちをとっている。マスタープラン

の時期に追求されていた 「セイロン人」アイデンティティーは空中分解してすでに跡形もな く

なっており、暴力性を増 してきた仏教ナシ ョナリズムがますます 「シソハラ人」による他民族

排斥を煽っている。ナシ ョナリズムは次第にこの仏教ナシ ョナリズムの方に収敏 してきてお り、

仏教ナシ ョナリズムの方もまた、階級間の闘争 という色合いがあせて、ひたす ら民族的主張に

覆われてい くのである。

こうしてマハヴェリ開発省の発効するパンフレッ トの文言、大統領や大臣の開発に関する発

言は、以前にも増 して仏教的価値を前面に押 し出 したものになってい く。1985年 、コ トマレ貯

水池の竣工を記念 して執 り行われたjalapuja(奉 水儀礼)は 、 この時点で政府が加速化計画に

よって具現化 したい と考えているものを余す ところなく語っているように思われる。N.S。

テネクーンの報告に従ってこの政治的儀礼を見てみよう。16)

jalapuja(奉 水儀礼)

コトマレ貯水池はキャンディのおよそ20キ ロメー トル南にある。この貯水池およびダムの完

成によって当時需要が非常に伸びていた電力の供給は各段に改善されることになった。近代技

術の城 ともいえる巨大ダム と発電所の完成を記念 して行われた儀式はjalapujaと 呼ばれる極

めて仏教的色彩の濃いもので、先端の技術 と伝統 という両者の対比は際立っている。夜明け近

く、まず竣工 した貯水池のほ とりで仏教僧がピリット17)を行 う。続いてコ トマレ貯水池の水

が30の 銀の水壺にそれぞれ納め られて、それ らの壷はすべていったん古都キャソディに運びこ

まれる。キャソディには仏教徒にとって信仰の中心をな している、金色に輝 く仏歯寺があり、

運び込まれた30の 水壷のうち2つ はこの仏歯寺に届けられ、 ここでも僧のピリットが行われた



コ

ロ

ン
ボ

幾QO
馬

、

→水壷のルー ト

ア ヌ ラ ー ダプ ー ラ

o

く
キ ャンデ ィ マ ヒヤ ンガナ

額＼
カ タ ラ ガ マ
o

図3

異文化共存と開発 239

のち、コ トマレの 「最初の水」が奉納される。残 りの28

壺はキャンディを発 し、そこからはるばる国内の4つ

の地点に向けて巡礼さながらの旅に出ることになる。

マハヴェリ河開発計画の中でjalapulaが 行われるの

は これが初めてではない。1976年 のポル ゴラダム、

1985年 のヴィク トリア水力発電所の完成時につづいて

コ トマレは3回 目になる。いずれも前回の式次第の大

枠を踏襲 しながら細部には変更が見 られる。水壺が運

ばれる先もそのひ とつで、コ トマレの儀式の場合、水

壺はそれぞれ4つ ずつが、北はアヌラーダプーラ、東

はマヒヤンガナ、西はキャラニア、そ して南はカタラ

ガマへ向けて運ばれていった。水壺はキャンディペラ

ヘラ祭の折に行進する縁のように伝統的なモティーフ

で飾 りたてられた トラックに乗せられ、 目的地まで ド

ラマーに先導されながら仏教僧 とともにゆっくりと進

む。道の両脇は旗などで飾 りつけが施され、住民が と

きおり水壺を運ぶ トラックに花を捧げる。立ち寄る先々で祝辞をうけ、開発省の役人がそれに

応 じるという光景を繰 り返 しながら水壼は最後には、アヌラーダプーラの菩提樹に、そ してマ

ヒヤンガナ、キャラニア、カタラガマではそれぞれヴィハーラ(仏 塔)に た どり着 くのである

〔図3〕。

出発点のキャソディをはじめとしてこれら水壷のもたらされる地点はいずれも仏教徒にとっ

ての聖地で、人気のある巡礼地になっている。 このうちカタラガマは仏教徒だけでな くヒン ド

ゥー教徒、イスラーム教徒にとっても同様に聖地とされていたが、オベーセーカラが述べるよ

うに、仏教ナショナリズムの運動の高まりとともに仏教の聖地としての性格を非常に強 くもつ

ようになっていた。18)水壷の行進はまさに巡礼であ り、この巡礼によって象徴的に表 されてい

るのは、テネクーンも指摘するようにマハヴェリ河開発の及ぶ地理的な境界である。これら4

地点への行列はまっす ぐに目的地に向かうのではな く、たとえば北のアヌラーダプーラの場合

であれば、灌概地域のシステムHを 通 ってからアヌラーダプーラに入る。行列のルー トが最も

目立って迂回するのが東のマヒヤンガナへの場合で、キャンディを出ると一旦北へ向かい、そ

の後システムBお よびシステムCを 通 り抜けて円弧を描 くようなかたちでマヒヤンガナに戻 っ

てくる。壷に納められた水は、開発によってもたらされる恩恵をあらわすとともに、水を司る

者の権威の正統性そのものでもある。 この水は仏教徒の巡礼になぞらえられながら、仏教の聖

地へいたる。そ してこれ ら4つ の地点によって示されるのは開発によって生み出される新たな

国、正統なる権威の及ぶ領域であると同時に、古来からの仏教の伝統によって統合される仏教
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国の姿なのである。さらにそれは新たな国であると同時に、その昔スリランカの水利文明の黄

金時代であった 「ラージャ ・ラタ」への回帰 もまた示唆 している。数限りない溜池 と寺を擁 し

ていたこの古代王国は、水の恩恵によって支えられ仏教の教えによって導かれた王国として、

多 くのシンハラ人にとって常に立ち戻るべ き理想の国として思い浮かべられるという。盛大に

執 り行われるjalapujaは 最 も近代的開発によって創 りだされる国を、歴史の懐にある最 も古

い伝統の国の姿 と重ね合わせることで、この開発の もつジレンマを昇華させてしまおうとして

いるかのようだ。

この儀礼によって浮かび上がって くるのは新たな 「ス リランカ人」の姿であ り、jalapuja

の儀礼はこの 「ス リランカ人」の意味するものを顕在化させる。すなわちマハヴェリ河開発計

画の恩恵に浴する者(水 壺の通 る地域の人々)、 そして仏教徒、さらには古代王国からの系譜

を共有する者のみが 「ス リランカ人」だという主張がそこには見て取れる。独立以来、植民地

エ リー トと農民の間にあった対立、近代化の手段 として用いられる仏教に対する原理主義的仏

教の挑戦といった複雑な様相、そ してこの複雑さの中にかろうじて残されていた少数民族の居

場所は開発が進むにつれて削ぎ落 とされていき、事態は単純明快な 「スリランカ人」 と 「非ス

リランカ人」という図式に導かれてい く。近代化への疑問、経済不振からくる不満、社会的不

安定、これらはすべてま とめて捌け口を 「非ス リランカ人」に見いだすことになったのである。

加速化計画が加速 したもの

マハヴェリ河開発加速化計画 とは実際何だったのだろうか。計画の 目標はマハヴェリ河水路

変更による灌概 とそれによる農産物生産量の増加であり、ダムおよび発電所建設による電力供

給増、そして雇用の創出だった。これ らの 目標がほぼ達成された という数字上の証拠は数多 く

提出されている。 しかしこの開発は、計画の文言が表現する範囲を大 きく踏み越えてスリラソ

カ社会に根底的で複雑な変化を、 と同時に非常に困難な事態をもたらしている。ひとつには乾

燥地帯の民族間比率の変化が挙げられる。シンハラ人が乾燥地帯全体において も、また灌概地

のシステム内においても圧倒的に多数を占めるようになったため、土地の領有を巡ってタミー

ル人やその他の少数民族 との間に実際的な、また心理的な緊張を高めることになった。下流開

発が行われる各システムは、開発当初においては水の供給が安定 しなかったり定住が進まない

などの問題を抱えて社会的動揺を生み出す原因にもなるが、セ トルメン トがで きてから年月が

経ち、町としての機能が果たされるまでになって くると、システムHに 見 られたように人々の

経済活動に対する意欲が非常に高まって くる。商品作物栽培の拡充やマーケットでの取引に関

する知識の獲得などについては、次第にユニッ ト単位の協力体制 も築き上げ られ、それが一層

経済活動を刺激することになって、徐 々にではあるが人々の生活が向上 してきている。 しかし

システムに耕地を与えられるのがシソハラ人農民に偏っているために結局はシンハラ人 とその

他の民族、 とりわけタミール人との間の経済格差が広がるという結果を招いており、加速化計
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画の進展に伴い、経済格差が民族差を示唆するような状況が形成されつつある。経済格差とい

うことであれば、未だに植民地以来のエリー トと農民、あるいは低地シソハラと高地シンハラ

の間には確かに格差があるのだが、民族差の方がより強調される傾向にある。

半ば意図的に進められてきたシンハラ化、シンハラ人中心の開発は、民族の地域的棲み分け

を決定的にすると同時に、民族間(と りわけシンハラ人 とタミール人の間)の 経済格差を生み

出 し、それを顕在化させている。こうして 「ス リランカ人」 と 「非ス リランカ人」の差異が過

度に強調され、問題の複雑さは両者の単純な対立図式の中に押 し込められていった。

加速化計画の進展とともにあらわれてきた 「ス リランカ人」を創 りだそうとする動きと、仏

教ナシ ョナリズムがどのようにして絡み合うようになっていったか、また相互に影響 しあうこ

とによって両者がどう変化 し、次第に暴力性を高めていったかについては、詳細な検討が必要

だろう。少な くともここで示唆できることは、加速化計画の経緯は、仏教ナショナ リズムの主

張がより有効なイデオロギーとして作用するのに力があったのではないか ということだ。ここ

でイデオロギーとは、ギアッが文化体系として見事に分析 してみせた、文化的緊張を含んだ社

会的心理的緊張への反応 という意味で用いている。19)つまり、スリラソカも植民地支:配な どか

ら独立 したその他の新興諸国家の例に漏れず、伝統的政治ない し伝統性からは脱 した(あ るい

は伝統的社会において理解可能であった象微的枠組みは崩れた)も のの、新たな政治的状況に

対処するための枠組みはまだ模索中であ り、この不安定さの中で極度の文化的緊張状態におか

れていた。 このように 「社会の最 も広汎な文化的方向付けも、最も実際的で 「実用的な」方向

付けも、ともに政治過程の妥当なイメージを与えるに充分でな くなったときに、イデオロギー

は社会的政治的な意味 と姿勢の源泉 として決定的重要性を帯び始める」。2①方向を見失 った混

乱の中で仏教ナシ ョナリズムは 「シソハ ラ語」 と 「仏教」を核 に 「仏教の伝統への回帰」「シ

ンハラ人の仏教国の設立」を目指 した。 こういった方向づけ自体、文化的コソテクス トの中か

らしか生まれてこないのだが、そこで採用された方向づけが、現実にその社会の有効な導きの

糸となるかどうかはまた別の問題である。スリランカの場合、進行 しつつあった加速化計画は

乾燥地域での民族比率を大 きく変化させ、民族間の経済格差を人々がそれと分かるほどに明ら

かなものとしていった。 このような変化は仏教ナシ ョナリズムが主張していた 「シソハラ人仏

教徒」 と 「それ以外の人 々」 との差異を否が応 にも際立たせることにな り、仏教ナショナ リズ

ムの主張する 「方向づけ」が正 しいとする現実的な根拠 を与えるように作用 していったのでは

ないだろうか。

先にも述べたように仏教ナシ ョナリズムのもともとの担い手である人々と、シンハラ人仏教

徒であり同時に植民地エリー ト(西 洋的価値観やメンタリティーの担い手)で あるような人々

との間には、微妙な緊張関係が存在 していた。 しか し、イデオロギーが一旦有効な解釈格子、

すなわち 「理解不能な社会状況を意味あるもの とし、その状況の内で目的をもって行為するこ

とが可能 となるようその状況を読み取 る」ための体系 として人々に受入れられたならば、それ
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以後は複雑な現実に合わせてイデオロギーが修正されるというよりは、現実のほうが強引にそ

の解釈格子に当てはめられてい く。っまり微妙な緊張関係はさておいて、仏教ナシ ョナリズム

のイデオロギーが 「激 しく防衛される」ことになるのである。21)こ うしてシンハラ人同士の

緊張関係は影が薄 くなっていくのに対 して、異民族間のそれは、より一層鮮明さを増 していっ

た。

曖昧さを含んだ方向性の模索であったイデオロギーは、次第にその曖昧さや複雑 さを削ぎ落

としながら硬直化 し、ス リランカの場合には暴力性を帯びるようになってい く。 タンバイアも

民族間闘争のひとつの要因として述べている、「イデオロギーの ドグマ化」の経緯:22)は、それ

自身が分析の対象 となるべき複雑なプロセスであり、ここで取 り扱える範囲を超えているのだ

が、少な くともマハヴェリ開発の経緯は、儀礼的に 「スリランカ人」の国を現出させるなど、

目に見えない差異を具体的に把握できるような現実 として提示することで、その ドグマ化のプ

ロセスを一層加速化 した ということは指摘出来るだろう。マハヴェリ河開発計画そのものが民

族間紛争のような暴力を 「生み出した」わけではない。イデオロギーがとる方向づけや、それ

が硬直化 した結果 どのような現れ方をするかは、開発 とは異なったレベルで進行するものだ。

しか し、加速化計画は入 り組んでいた異文化間関係を徐々に明確によりわけ、文化的な差異を

作 りだ しながら、その差異を固定化させるような社会基盤を整えてきた。それまではばらばら

に流れていた水が寄 り合わされて一つの水路にまとめあげていかれるように、いったん社会的

緊張の糸が切れた合には、激 しい情動が流れ込んでい く水路を、この開発は準備 して しまった

ともいえる。こうして堰を切っで溢れだした不満や怒 りは、その水路に沿って一気に 「非スリ

ラソカ人」の方へなだれ込んでい くのである。

結 び

開発の一つの局面 として文化的には西洋対伝統 という対立図式で物事が語 られ、説明される

ことが しば しばある。また経済的には植民地経済 とその土地固有の伝統的経済 との二重経済 と

いう枠組みで語られることが多い。 しか しスリラソカの独立以来の経緯、マハヴェリ河開発計

画の進展に伴う文化的社会的変化は、西洋対伝統あるいは二重経済 という整理のしかたでは割

り切れない。大規模なダムや水路、発電所建設 となれば西洋の近代的技術を全面的に採 り入れ

る必要があ り、単に技術面だけではな くこれらの計画を秩序立てて効率的に展開するための機

構 もまた、西洋型の組織を参照することになる。その点ではたしかに開発は近代西洋的指向性

をもっているのだが、ス リランカの水系開発の場合にそれが一筋縄でいかないのは、水系を利

用 して農業を営み豊かな生活を実現するという行き方その ものは古 くからこの国の歴史的伝統

に通じるという点である。つまりマハヴェリ河開発計画のような水系開発は近代西洋側を向 く

と同時に伝統回帰を示唆するという微妙な性格を持っていた。だからこそ、スリラソカでは西
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洋 と伝統、二重経済 といったものを対立させつつ重ね合わせてい くという矛盾に満ちた道が模

索されたのだ。その矛盾は開発の結果生 じてきた状況にもそのまま映 し出されている。スリラ

ソカ全体 として見た ときに、経済成長が確実に達成されている一方で、国内の異文化間の緊張

はほ とん どその将来について悲観的にならざるを得ないほどに、深刻なものとなっている。

キャンデ ィ近郊のガダラデニア という石造寺院にはヒン ドゥーの仏師が彫ったという仏像が

あ り、その仏の表情は異文化が融合 して生み出される若々しさと、その後の変化を胚胎する粗

削 りな強さをたたえている。シンハラ人が回帰 したいと願 う仏教国ラージャ ・ラタもまた、こ

のような豊穰な異文化の融合の上に成 り立っていた。現代に立ち現れた新たな 「ス リランカ人」

の仏の国、鋳型のように堅固な官僚組織 という基盤の上に壮麗な儀礼を介 して築 き上げられた

現代のラージャ ・ラタの中には、異文化が共存する余地を見いだすのはきわめて難 しい。
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◇

CulturalCo・ex茸stenc6a耳dEconomicI)evelopment

漁sα ん00KAMOTO

Economicdevelopmentissometimesaccompaniedbytensionorevellcon且ictbetween

membersofdifferentethnicgroups,societies,andcultures.InSriLanka,abigmultipμrposedevelop-

mentprqlect,MahaweliDevelopmentProgram,hascausedveryseriousethnicconflict,particularly

betweenSinhaleseandTamils.

Inthisarticle,IreviewthedetailsofthisProgram,includingitshistoricalbackground,and

discusshowithasaffectedorreorganizedethnicrelationsinSriLanka.

TheaimoftheMakaweliProgram,1aunchedin1968,wastodeveloptheirrigationand

hydroelectricpotentialoftheMahaweliriver,and,atthesame .time,togenerateemployment.The

originalplan(MasterPlan)included13irrigationareaswhichscatteredfromthecentraltothenor-

thern,andfromthecentraltotheeasternpartsoftheisland.Butwhentheplanwasrevisedandsca1-

eddownlnl977(thisnewplaniscalledtheAcceleratedMahaweliDevelopmentProgram),benefits

fromthenewprogramwererestrictedtothoseregionswherethemalorityofthepopulationwere

Sinhalese.

ThesocialconsequencesoftheAcceleratedProgramhavebeen:

Lchangeintheethnicratiointhehighlanddryzone.TheproportionofSinhalesehasdramatically

increasedandTamilshavebeenpushedbacktowardt車ellorthernandeasternrimsofthe

island.

2.creationofalargemassofproletariansasaresultofmigrationandthelackofcultivableland.

Thistrendhasdepositedlargenumbersofyoungpeoplewhobecomepotentialriotersinthe

event.ofconflict.

3.ariseofthestandardoflivingintheirrigatedareasandwideningoftheeconomicdifferencebet-

weenSinhalesewhoweregivenagriculturallandandtheTamilswhowerenot.

4.centralizationofpowerthroughbureaucraticorganizat畳onofthewatermanagementsystem.

Evenbeforethelaunchofthedevelopmentprogram,akindofclassconflictexistedbetween

rich,eliteSinhalesewhobenefited
.fromtheplantatioheconomy,andpoorpeasants,bothSillhalese

andTa皿il,whoweredeprivedofthatprosperity.Thiscomplicatedethnicrelationsinthearea.

However,asthedevelopmentprogramhasproceeded,theeconomicdifferencesbetween

Sinhaleseandotherethnicgroupshavebecomeclearer.Politicalritualsanddevelopmentdiscourses

耳doptedbytheMahaweilMinistryhavealsoactedtomakemoredistincttheculturallinebetween
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Sinhaleseandothers.

ThisprocessgraduallyconnectedtotheSinhaleseBuddhistNationalismwhichhasgrownup

sinceSriLanka'sindependence.Thisnationalistmovement,whichwasoriginallyaprotestantBud-

dhistmovement,hasbecomechauvinisticandacquiredracialovertonesinitscla加thatthe

Sinhalesearetheonly.trueheirstoSriLankantradition.

ItseemsreasonabletoconcludethattheMahaweliDevelopmentProgram`accelerated'thepro-

cessofdogmatizaionofnationalistideology,andsoproducedsimpleethnicconfrontationwhere

oncetherehadbeencomplexrelationsamongethnicgroups.

＼


